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2月5日㈮ 社会福祉大会

  6日㈯　体育協会新年会

  7日㈰　生涯学習フェスティバル

　　　　　　舟運フォーラム

  8日㈪　水田農業推進協議会通常総会

  9日㈫　2月議会臨時会/議会全員協議会

  10日㈬　行政協力員協議会視察研修(11日まで)

  12日㈮　成田国際空港騒音対策委員会香取･

　　　　　　神崎部会会議

  14日㈰　香取郡市スポーツ少年団地域交流大会

　　　　　　東部土地改良区府馬工区通常総代会

  15日㈪　東京大学公共政策大学院佐原ゼミ

  16日㈫　香取広域市町村圏事務組合議会定例会

  18日㈭　「チーバくんカウトダウンボード」点灯式

  19日㈮　香取地区高齢者クラブ連合会芸能大会

  20日㈯　市民カレッジ閉校式

  22日㈪　定例記者会見

  24日㈬　市議会3月定例会開会

  28日㈰　黒部川左岸土地改良区総代会

【まちかど通信】
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2月の主な行動

▲みんなで人権を考
えるつどいin香取
（2月20日）

2月14日平家琵琶の音色を堪能
　わかりやすい解説と、琵琶
の音色で「平家物語」を楽し
んでもらおうと、伽

か

瑠
る

茶
ちゃ

倶楽
部による「平家琵琶を聴く会」
が、観福寺(山倉)で開かれま
した。前田流平家詞曲相伝　
鈴木まどかさんが奏でる琵琶
の音色を聴きながら写経体験
も行われ、参加者は「リラッ
クスして良い体験ができまし
た」と、話していました。

　

こ
の
、
素
晴
ら
し
い
内
容
に
、
県
内

だ
け
で
な
く
全
国
か
ら
「
一
度
は
香
取

に
行
っ
て
み
た
い
」
と
期
待
さ
れ
る
た

め
に
は
、
施
設
を
生
か
す
こ
と
は
当
然

で
す
が
、
人
は
人
を
求
め
て
集
ま
っ
て

く
る
と
い
う
大
昔
か
ら
の
大
原
則
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

香
取
に
は
、
小
江
戸
と
い
う
素
晴
ら

し
い
歴
史
と
文
化
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
大
昔
か
ら
先
人
た
ち
は
川
と
い
う

自
然
の
恵
み
を
活
か
し
つ
つ
、
労
働
と

楽
し
み
と
後
継
者
育
成
を
進
め
て
き
た

の
で
し
ょ
う
。
お
祭
り
も
そ
の
一
つ
の

か
け
が
え
の
な
い
伝
承
で
す
。
そ
の
心

と
形
を
駅
伝
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
の
よ
う

に
次
か
ら
次
に
手
渡
し
て
ゆ
こ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
は

た
ら
き
に
、
多
く
の
市
民
が
い
ろ
い
ろ

な
形
で
参
加
す
る
こ
と
が
「
道
の
駅
・

川
の
駅
」
の
繁
栄
の
鍵
で
す
。
ま
さ
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
望
ま
れ
る
、
香

取
発
展
の
ま
た
と
な
い
好
機
を
活
か
し

ま
し
ょ
う
。

2月14日能楽の魅力を体感
　座・音遊の講座「気合い
の伝承」（千葉県地域活性化
プラットフォーム事業）が、
佐原文化会館で行われまし
た。5回目を迎えた講座は、
能楽囃子の楽器や気合（息
遣い、呼吸）の入れ方などの
解説を取り入れ、能楽を楽し
むだけでなく、普段聞くこと
のできない内容を感じる講座
となりました。

2月16日健康の維持増進に最適
　身体の歪みを正し、エネル
ギーの流れを正常にして、健
康の維持増進を図る、経絡
体操教室が佐原中央公民館
で行われました。この日は、
仕事場や家庭などで立った
ままできる体操を中心に行わ
れ、参加者たちは、慣れな
いポーズのバランスやゆっく
りした動きの体操で汗を流し
ました。

国
体
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
点
灯

体
ま
で
あ
と
何
日
？

国

　

県
内
の
国
体
開
催
市

町
を
リ
レ
ー
し
て
い
る

「
チ
ー
バ
く
ん
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
」
が
、
2

月
17
日
に
香
取
市
に
や
っ

て
き
ま
し
た
。

　

18
日
に
は
、
市
役
所

ロ
ビ
ー
で
、
佐
原
み
ど
り

幼
稚
園
の
園
児
ら
と
と
も

に
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

ボ
ー
ド
の
点
灯
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー

ド
は
、
3
月
31
日
㈬
ま
で

各
区
事
務
所
な
ど
の
施
設

に
設
置
さ
れ
、
国
体
の
開

催
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

▲園児の掛け声とともに点灯を行う宇井市長
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当
地
に
お
い
て
、
鎌
倉
時
代
中

頃
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
盛
ん

に
下
総
型
板
碑
が
造
立
さ
れ
た
こ

と
は
以
前
紹
介
し
ま
し
た
が
、
新

里
地
区
に
は
平
安
時
代
の
年
号
を

刻
む
と
い
わ
れ
る
板
碑
が
2
基
も

あ
り
ま
す
。
平
安
時
代
の
板
碑
と

な
れ
ば
、
日
本
で
一
番
古
い
板
碑

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
も
指

定
文
化
財
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば

穏
や
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
つ
は
、
萬ま

ん

蔵ぞ
う

院い
ん

本
堂
前
の
片

隅
に
建
つ
長

ち
ょ
う

嘉か
　
い
た
　
び

板
碑
と
い
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
材
質
は
雲
母
片

岩
。
頂
部
は
三
角
形
に
作
ら
ず
平

坦
で
頂
部
、
側
面
と
も
面
取
り
せ

ず
、
粗
い
成
形
痕
を
残
し
て
い
ま

す
。
高
さ
1
ｍ
25
㎝
、
幅
1
0
6

㎝
、
厚
さ
9
〜
10
㎝
。
碑
面
に
二

重
線
で
三
角
頂
と
横
長
の
方
形
輪

郭
を
作
り
、
上
方
に
蓮れ

ん

華げ

天て
ん

蓋が
い

、

中
央
に
蓮れ

ん

台だ
い

に
の
る
阿あ

弥み

陀だ

の
梵ぼ

ん

字じ

「
キ
リ
ク
」、
蓮
台
の
左
右
端
に

「
長
嘉
元
年
六
月
二
□
」、「
右
□

□
□
□
」、「
□
阿
弥
陀
佛
聖
」、「
霊

第
四
十
九
□
」
の
銘
を
刻
し
て
い

ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
新
里
字
馬
場

9
3
0
の
墓
地
阿
弥
陀
堂
前
に
建

つ
寛か

ん

治じ

板い
た

碑び

と
い
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。
材
質
も
横
長
の
碑
面
を

意
識
し
た
形
ま
で
前
者
と
よ
く
似

て
い
ま
す
。
2
条
線
や
輪
郭
線
は

な
く
頂
部
直
下
に
蓮
華
天
蓋
、
中

央
に
蓮
台
・
円
相
を
伴
う
阿
弥
陀

の
梵
字
を
配
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
碑
面
の
摩
滅
が
著
し
く
判
読
で

き
ま
せ
ん
が
、
蓮
台
の
左
側
（
碑

面
に
向
か
っ
て
右
側
）
に
「
寛
治

の
紀
年
が
か
す
か
に
読
み
と
れ
」

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
寛
治
」
は
、
西
暦
1
0
8
7

〜
1
0
9
4
年
の
平
安
時
代
の
年

号
で
す
。「
長
嘉
」
と
い
う
年
号

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
長
嘉
紀
年

は
私
年
号
で
堀
河
天
皇
御
代
西
暦

千
百
六
年
」
と
解
釈
さ
れ
、
両
板

碑
は
平
安
時
代
の
板
碑
と
し
て
昭

板碑に罪はない

和
56
年
6
月
22
日
付
け
で
山
田
町

の
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
板
碑
の
製
作
年
代
を

平
安
時
代
と
す
る
こ
と
は
、
以

前
か
ら
疑
問
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。「
長
嘉
」
と
い
う
私
年
号
の

使
用
例
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
。「
寛
治
」
の
誤
読
な
ど
。
年

号
を
ど
う
読
む
か
と
い
う
こ
と
よ

り
も
、
ま
ず
成
形
技
法
、
全
体
の

形
、
碑
面
の
と
り
方
、
天
蓋
・
瓔

珞
・
蓮
台
の
表
現
法
な
ど
、
当
時

す
で
に
制
作
年
代
の
わ
か
っ
て
い

た
資
料
と
比
較
検
討
す
れ
ば
、
平

安
時
代
の
板
碑
と
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
年
代
の
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
資
料
と
比
較
す
る
と
、

い
ず
れ
も
14
世
紀
後
半
以
降
の
作

と
思
わ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課　
　

☎
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1
2
2
4

「平安時代の年号を刻む板碑」

▲長嘉板碑

▲寛治板碑


